
介護フランチャイズの今後のビジネス展開 
1. 緒言 

我が国は、世界に類を見ないスピードで高齢化が進展しており、2025年には国民の3人に1人が65
歳以上となる超高齢社会に突入すると予測されています。このような状況下、介護サービスへの需
要はますます高まっており、介護業界は成長産業として注目を集めています。 

介護サービスを提供する事業形態の一つとして、フランチャイズシステムを活用した「介護フランチャ
イズ」があります。介護フランチャイズは、本部となる企業が持つノウハウやブランド力などを加盟店
に提供することで、加盟店は比較的容易に事業を始めることができるというメリットがあります。 

本稿では、介護フランチャイズの現状と課題を分析し、今後のビジネス展開について考察します。 

2. 介護フランチャイズ市場の現状と課題 

2.1 市場規模と成長性 

高齢化の進展に伴い、介護フランチャイズ市場は近年拡大傾向にあります。市場規模に関する正確
なデータは限られていますが、2020年度の介護事業所は約4万件存在し、フランチャイズはその一
部を占めていると推定されます。今後、高齢化の進展や介護保険制度の改正などにより、市場はさ
らに拡大していくと予想されます。より詳細な市場規模を把握するためには、更なる調査が必要で
す。 

2.2 課題 

介護フランチャイズ市場は成長を続けている一方で、いくつかの課題も抱えています。 

● 人材不足: 介護業界全体における人材不足は深刻化しており、フランチャイズ加盟店においても、
質の高い介護職員の確保が大きな課題となっています。 

● 競争の激化: 介護フランチャイズ市場には、大手企業から中小企業まで、多くの事業者が参入し
ており、競争が激化しています。 

● 収益性の確保: 介護報酬の改定や人件費の上昇などにより、フランチャイズ加盟店の収益確保
が難しくなっています。 

● 本部と加盟店の関係: 本部と加盟店のコミュニケーション不足や、本部によるサポート体制の不備
などが問題となるケースもあります。 

3. 介護フランチャイズの成功事例と失敗事例の分析 

このセクションでは、介護フランチャイズ事業における成功事例と失敗事例を分析し、それぞれの要
因を詳細に検討します。 

3.1 成功事例 



● A社: 地域密着型のサービス展開を重視し、地域住民のニーズに合わせたサービスを提供するこ
とで、高い利用者満足度を獲得しています。また、ICTを活用した介護記録システムを導入するこ
とで、業務効率化を図り、職員の負担軽減にも成功しています。これらの取り組みが、A社の収益
性向上と顧客ロイヤルティの向上に繋がっています。 

● B社: 従業員教育に力を入れており、質の高い介護サービスを提供することで、高い顧客ロイヤル
ティを獲得しています。具体的には、新人研修やスキルアップ研修などを定期的に実施し、職員の
スキル向上を図っています。また、資格取得支援制度を設けることで、職員のモチベーション向上
にも繋げています。これらの取り組みが、B社のサービスの質向上に繋がり、利用者からの信頼を
得ています。 

● C社: 本部による強力なサポート体制により、加盟店の経営を安定化させています。C社は、加盟
店に対して、経営ノウハウの提供、マーケティング支援、人材採用支援など、多岐にわたるサポー
トを提供しています。また、定期的な訪問や研修を通じて、加盟店との密なコミュニケーションを
図っています。これらの取り組みが、加盟店の経営安定化に繋がり、事業の成功に貢献していま
す。 

3.2 失敗事例 
● D社: 本部による加盟店へのサポート不足や、経営ノウハウの提供不足により、加盟店の経営が
悪化し、事業撤退に追い込まれた。D社は、加盟店に対して、十分な経営ノウハウやマーケティン
グ支援を提供していませんでした。また、加盟店からの相談や質問に対する対応も不十分で、加
盟店との信頼関係を築くことができませんでした。これらの要因が、加盟店の経営悪化に繋がり、
事業撤退に追い込まれる結果となりました。 

● E社: 過剰な加盟店募集により、競争が激化し、加盟店の収益性が悪化した。E社は、短期的な利
益を追求するために、過剰な加盟店募集を行いました。その結果、地域内での競争が激化し、加
盟店の顧客獲得が困難になりました。また、加盟店同士の連携不足も発生し、サービスの質低下
に繋がりました。これらの要因が、加盟店の収益悪化に繋がり、事業の失敗に繋がりました。 

● F社: 介護職員の待遇が悪く、人材の定着率が低かったため、サービスの質が低下し、利用者か
ら敬遠されるようになった。F社は、人件費を抑制するために、介護職員の賃金を低く設定してい
ました。その結果、優秀な人材の確保が困難になり、離職率も高くなりました。また、慢性的な人
手不足により、サービスの質が低下し、利用者からの苦情が増加しました。これらの要因が、F社
の評判を低下させ、事業の失敗に繋がりました。 

4. 競合他社の分析 

介護フランチャイズ市場は競争が激化しており、多くの事業者が参入しています。ここでは、主要な
競合他社を分析し、市場における競争状況を把握します。 

● G社: 在宅介護サービスに特化したフランチャイズを展開。全国に多くの加盟店を持ち、高いブラ
ンド力を有しています。G社は、質の高いサービスと充実した研修制度を強みとしており、利用者
からの高い評価を得ています。 

● H社: デイサービスに特化したフランチャイズを展開。低価格なサービス提供を強みとしており、価
格競争力を有しています。H社は、フランチャイズ加盟店へのサポート体制も充実しており、加盟
店の経営安定化に貢献しています。 

● I社: 訪問介護とデイサービスを組み合わせた複合型サービスを提供するフランチャイズを展開。
高齢者の多様なニーズに対応できるサービス体制を強みとしています。I社は、ICTを活用した
サービス提供にも力を入れており、今後の成長が期待されます。 



これらの競合他社は、それぞれ異なる強みを持っており、市場で競争を繰り広げています。 

5. 介護フランチャイズのSWOT分析 

介護フランチャイズ業界全体の現状と将来展望をより深く理解するために、SWOT分析を実施しま
す。 

 

 
 
 

項目 内容 

強み（Strengths） - 高齢化社会の進展による需要増加 <br> - 
本部のノウハウを活用した効率的な事業運
営 <br> - ブランド力による顧客獲得 

弱み（Weaknesses） - 人材不足 <br> - 介護報酬の低さによる収
益性確保の難しさ <br> - 本部と加盟店の関
係性構築の難しさ 

機会（Opportunities） - ICTの活用によるサービス向上 <br> - 
サービスの多様化 <br> - 地域包括ケアシス
テムとの連携強化 

脅威（Threats） - 競争の激化 <br> - 規制強化 <br> - 介護
職員の待遇改善の遅れ 

6. 介護フランチャイズの今後のビジネス展開に関する予測と提言 

6.1 予測 
● ICTの活用: 介護記録システムや見守りシステムなど、ICTの活用がさらに進展し、業務効率化や
サービスの質向上に貢献すると考えられます。例えば、AIを活用した介護ロボットの導入や、オン
ラインでの相談サービスの提供などが考えられます。 

● サービスの多様化: 高齢者のニーズの多様化に対応するため、訪問介護やデイサービスだけで
なく、訪問看護やリハビリテーションなど、様々なサービスを提供するフランチャイズが増加すると
予想されます。また、高齢者の趣味や嗜好に合わせたサービスを提供するなど、よりパーソナル
なサービスの提供も進むと考えられます。 

● 地域包括ケアシステムとの連携: 地域包括ケアシステムにおいて、介護フランチャイズが重要な
役割を担うようになり、医療機関や地域住民との連携が強化されると考えられます。例えば、地域
住民向けの健康教室や介護予防教室を開催するなど、地域貢献活動を通じて、地域との繋がり



を強化していくことが重要となります。 

6.2 提言 
● 人材育成の強化: 介護職員の待遇改善やキャリアパス制度の整備など、人材育成に積極的に取
り組む必要があります。例えば、賃金アップや福利厚生の充実、研修制度の充実など、働きがい
のある職場環境を作ることで、人材の確保と定着を図る必要があります。 

● ICTの導入支援: 本部がICT導入を支援することで、加盟店の業務効率化やサービスの質向上を
促進する必要があります。例えば、ICT導入に関する研修や補助金制度などを設けることで、加盟
店のICT導入を促進する必要があります。 

● 地域との連携強化: 地域住民や医療機関との連携を強化することで、地域に根ざしたサービスを
提供する必要があります。例えば、地域住民向けのイベントを開催したり、医療機関との情報共
有を密にすることで、地域との連携を強化する必要があります。 

7. 結論 

介護フランチャイズは、高齢化社会における重要な介護サービス提供の手段として、今後も成長を
続けていくと予想されます。しかし、人材不足や競争の激化など、多くの課題も抱えています。これら
の課題を克服し、持続的な成長を遂げるためには、ICTの活用やサービスの多様化、地域との連携
強化など、様々な取り組みが必要となります。 

本稿では、介護フランチャイズの現状と課題、成功事例と失敗事例、今後のビジネス展開に関する
予測と提言について考察しました。介護フランチャイズ事業者は、これらの分析結果を踏まえ、今後
の事業戦略を検討していく必要があります。特に、人材不足への対応、ICTの活用、地域との連携強
化は、今後の介護フランチャイズ事業の成功に不可欠な要素と言えるでしょう。 

高齢化が加速する中で、介護フランチャイズは、質の高い介護サービスを効率的に提供する上で重
要な役割を担っています。今後の更なる発展のためには、事業者、行政、そして地域社会全体が協
力し、課題解決に取り組んでいく必要があるでしょう。 
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